
新・⽇本代表プログラム（拠点形成⽀援事業）全体像

海外
留学

 先⼊観を持たずに世界の異なる⽂化や考え⽅、ライフスタイル等
を受け容れる寛容性を育む（マイノリティとして異⽂化に触れ
る）

 視野を広げ、⾃分を俯瞰して⾒る機会（⼈⽣の選択肢を広げる）

視野を広げ、将来の選択肢を増やす

探究型の
オリエン
テーション

 地域課題を解決する⼈材の育成のため産学官が共創
 ⾼等学校段階から地域の魅⼒や課題に触れる機会を創出
 地域で活躍する本気な⼤⼈たちとの対話を通じて学び、

「⾃⼰のあり⽅、⽣き⽅」を探究する

地域との縁と恩を醸成

拠点形成⽀援事業
 ⾼等学校段階からのグローバ

ル⼈材の育成
 ⾼校⽣の留学機会の創出と地

域における機運醸成
 持続性ある事業の基盤構築

コンソーシアム

都道府県

市町村

企業・
経済団体

⾼等学校等 ⼤学等

⾼専

国際交流
協会

NPO

拠点形成⽀援事業
 ⾼等学校段階からのグローバ

ル⼈材の育成
 ⾼校⽣の留学機会の創出と地

域における機運醸成
 持続性ある事業の基盤構築

コンソーシアム

⾼等学校段階からの
グローバル⼈材の育成に向けて

・地域での募集活動と選考の実施
・地域に縁と恩を醸成するプログラムの
提供

・地域特性を活かした事前事後オリエン
テーションの実施

・多様な海外留学を通じた探究活動を⽀援
するための充実した奨学⾦等の⽀給

・地域だけでなく、全国の仲間ともつな
がりを深めるコミュニティの提供

地域の産学官と共創して、本事業が実施できるように交付⾦(全国⽀援企業等寄附⾦）だけでなく、
これまで培ってきたプログラム運営や⼈材育成、留学機運醸成等のノウハウを伴⾛型⽀援によって横展開

事務局ノウハウの横展開
グッドプラクティスを全国各地に

★ 事業⽴ち上げを⽬的として、採択初
年度から運営経費を必要経費の2
分の1⽀援

★ 募集から⼈材育成まで、プログラム
運営をトビタテ事務局が伴⾛⽀援

★ 採択２年⽬・３年⽬は毎年50名を
海外へ派遣するため、⽣徒等の奨学
⾦等及び運営経費を必要経費の2
分の1、年間1,250万円を上限とし
て⽀援

留学モデル地域構築に向けた
主な⽀援内容

※この図は⼀例です

 事業の実施主体︓各地域を⽀援する企
業・経済団体、地⽅公共団体（都道府
県及び市町村）、⾼等学校（国公私⽴
の代表者がすべて参画）等、⾼等専⾨
学校、⼤学（⼤学コンソーシアムなど
を想定）等、その他⾼等学校段階から
のグローバル⼈材の育成に関⼼を持つ
団体等により構成されるコンソーシア
ム（協議会）。

 事業全体の統括・運営を担う事務局は
都道府県に設置。

 派遣留学⽣への奨学⾦等に充てる資⾦
として、原則10社以上の企業等からの
寄附⾦により毎年度500万円以上確保。
（地⽅公共団体からの⽀出は地域拠出
全体の2分の１までを上限とする）

＜2023年度採択地域＞

滋賀県、静岡県、石川県

（別添５）

新・⽇本代表プログラム（拠点形成⽀援事業）プログラム概要

募集
⼈数

（予定）

募集
⼈数

（予定）

１地域あたり 最⼤50名／年

対象対象 ⽇本の⾼等学校、中等教育学校後期課程、特別⽀援学校⾼等部、⾼等専⾨学校（1〜3年次）、専修学校⾼等課程に在籍する⽇本⼈⽣徒等。
※派遣留学⽣の要件として、留学前後の研修への参加や、コミュニティへの主体的な参画も要件として定める

⽬指す
⼈材像
⽬指す
⼈材像

概要概要

コースコース

好きなこと、得意なこと、挑戦
してみたいことなど、⾃らの興
味・関⼼や⾃分の中にある問題
意識を起点として考えた⾃由な
テーマや課題を設定し、多様な
⼈々との異⽂化交流を通して、
問題解決や社会貢献につながる
探究活動に取り組む留学計画を
⽀援。

Society5.0やSDGsを踏まえ、
世界・⽇本・地域が抱える社会
課題を⾃分ごととして考え、
「⾃分⾃⾝」の⽴場からできる
こと・できそうなこと・すでに
取り組んでいる活動を活かし、
⾃由な発想と創造⼒をもって課
題解決や活性化、社会貢献につ
ながる探究活動に取り組む留学
計画を⽀援。

スポーツ・芸術分野について、⾃
らの興味・関⼼や⾃分の中にある
問題意識を起点として考えたテー
マや課題を設定し、課題解決や社
会貢献につながる探究活動に取り
組む留学計画を⽀援。

マイ探究コース 社会探究コース スポーツ・芸術探究
コース 地域探究コース

地域の特⻑を踏まえ、⾃らの興
味・関⼼から発⾒された地域特有
の課題を⾃分事として捉え、「⾃
分には何ができるのか」を考え出
し、課題解決や地域貢献につなが
るテーマを海外で探究する留学を
⽀援。

 国境を越えた探究活動を通じて得たものを社会に還元し、将来的に、「地域にイノベーションを起こすグローバル探究リーダー」となり、
地域の未来を創る⼈材を輩出
 ⾃⼰の在り⽅⽣き⽅を考え、持続可能な未来の創り⼿として探究を深め、⾃ら課題を発⾒し解決できる資質を持った⼈材
 好奇⼼を原動⼒として、⾃由な発想で新たな価値を創造するマインドを有する⼈材
 失敗を恐れずに、未知の領域に試⾏錯誤しながら挑戦し続ける⼈材
 多様な分野においてリーダーシップを発揮し、世界のグローバルリーダーと渡り合い、⽇本や国際社会において活躍できる⼈材

上記に加え、地域独⾃の⽬指す⼈材像も追加することが可能

応募先︓コンソーシアム（地域協議会）事務局

マイ
探究

社会
探究

スポ芸
探究 地域探究コース

※地域探究コースでは最⼤4名までのチームを作っての応募を可とする。

【定員割合】

※地域探究を８割程度とすることを推奨 → 50名採⽤する場合︓地域探究 4×10チーム（40名）

⽀援
内容
⽀援
内容

家計基準外家計基準内家計基準区分

14⽇以上~124⽇以内⽀援期間
60,000円（留学先地域問わず）120,000円または160,000円（留学先地域によって異なる）奨学⾦（⽉額）

150,000円（アジア地域）、250,000円（アジア地域以外）留学準備⾦
⽉額で⽀給する奨学⾦に含む授業料

地域探究コースの
テーマや分野は
各地域で決める


